
新
緑
の
候

宮
崎
県
防
衛
協
会
宮
崎
支
部
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
清
福
の
段
、

大
慶
に
存
じ
ま
す
。

日
頃
よ
り
皆
様
に
は
当
支
部
運
営
に
際
し
て
格
段
の
ご
高
配
を
賜
り
、
衷
心
よ
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

先
月
八
日
は
高
等
工
科
学
校
六
十
一
期
生
徒
三
百
二
十
七
名
の
入
校
式
が
、
横
須

賀
の
武
山
駐
屯
地
に
於
い
て
盛
大
な
中
に
も
厳
か
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

生
徒
が
大
き
な
声
で
「
宣
誓
」
を
唱
和
し
、
各
々
自
分
の
名
前
を
発
声
す
る
時
に

い
つ
も
の
こ
と
で
は
有
り
ま
す
が
、
何
故
か
目
頭
が
熱
く
な
り
ま
す
。

五
十
六
期
生
徒
か
ら
新
制
度
へ
移
行
し
丸
五
年
、
自
衛
官
と
し
て
の
「
宣
誓
」
で

は
有
り
ま
せ
ん
が
、
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
生
徒
達
の
心
意
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

僅
か
一
週
間
前
は
た
だ
の
中
学
三
年
生
だ
っ
た
子
供
達
が
、
立
派
な
自
衛
官
の
卵

に
見
え
て
く
る
か
ら
、
自
衛
隊
生
徒
教
育
は
本
当
に
不
思
議
で
す
。

こ
の
生
徒
達
が
四
年
後
に
は
陸
上
自
衛
隊
最
年
少
の
三
等
陸
曹
と
な
り
、
部
隊
の

中
核
と
し
て
活
躍
す
る
様
を
想
像
す
る
と
き
、
誠
に
心
強
く
頼
も
し
く
感
じ
ま
す
。

ま
た
同
二
十
六
日
は
宮
崎
県
自
衛
隊
父
兄
会
宮
崎
支
部
総
会
が
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｚ
Ｍ
に
て

開
催
さ
れ
議
長
を
務
め
ま
し
た
が
、
や
は
り
身
内
が
現
役
自
衛
官
と
し
て
勤
務
し
て

い
る
分
だ
け
、
熱
心
に
議
論
に
参
加
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

菊
田
地
本
部
長
の
航
空
自
衛
隊
に
於
け
る
新
隊
員
教
育
の
講
話
も
、
今
年
入
隊
し

た
新
隊
員
の
ご
両
親
は
興
味
深
げ
に
傾
聴
し
、
間
も
な
く
始
ま
る
Ｇ
Ｗ
に
初
帰
省
す

る
は
ず
の
我
が
子
と
の
再
会
を
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

さ
て
安
倍
首
相
が
Ｇ
Ｗ
期
間
中
に
訪
米
し
、
日
本
の
首
相
と
し
て
初
め
て
上
下
院

で
演
説
を
さ
れ
る
と
の
事
で
し
た
が
、
戦
後
七
十
周
年
の
軛
を
ど
の
よ
う
に
解
き
放

た
れ
る
の
か
、
誠
に
興
味
深
く
且
つ
楽
し
み
で
す
。

安
倍
首
相
が
日
本
の
代
表
と
し
て
祖
国
の
名
誉
や
国
益
を
守
る
為
に
、
国
際
社
会

で
堂
々
と
発

言
し
て

頂
く
に
は
我
々
国

民
一

人
一

人
の
強
い
支

持
が

必
要
で

あ
り
、

そ
の
前

提
と
し
て
の

憲
法

改
正
講
演
会
を
五
月
四
日
、

花
山

手
の

市
民

文
化

ホ
ー

ル

で
開
催

致
し
ま
す
の
で
、
皆
様
挙
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。平

成
二
十
七
年
五
月
一
日

宮
崎
県
防
衛
協
会

青
年
部
会

宮
崎
支
部
長

小
倉

和
彦


